ていたの である。 中学 時代に なっても まだ われわれと 

化け物との 交渉 は 続いて いた。 友人で 禿の N というの 

が 化け物の 創作家と して 衆に ひいでて いた。 彼 は 近所 

かど 

の あらゆる 曲がり角 や 芝地 や、 橋の たもと や、 大樹の 

ようか い 

こずえ やに 一 つず つき わめて 格好な 妖怪 を 創造して 配 

さんかく しば あしね ぶ 

置した。 たとえば 「三角 芝の 足 舐り」 とか 「T 橋の た 

うで まさご 

もとの 腕 真砂」 などと いう 類で ある。 前者 は 川沿いの 

ある 芝地 を 空風の 吹く 夜中に 通って いると、 何者かが 

来て 不意にべ ろり と 足 をな める、 すると 急に 発熱して 

三日のう ちに 死ぬ かもしれ ない という。 後者 は、 城 山 

まさご 

の ふもとの 橋の たもと に 人の 腕が 真砂の ように 一 面に 



すそ 

散布して いて、 通行人の 裾 を 引き止め 足 をつ かんで 歩 

かせない、 これに 会う とたいて いは その 場で 死ぬ とい 

うので ある。 もちろんもう 「中学 教育」 を 受けて いる 

そのころ の われわれ はだれ も それらの 化け物 を われ わ 

れの 五官に 触れうべき 物理的 実在と して は 信じな か つ 

た。 それに かかわらず この 創作家 N の 芸術的に 描き出 

した 立派な 妖怪の 「詩」 はわれ われの うら 若い 頭に 何 

ふん いき 

かしら 神秘な 雰囲気の ような もの を 吹き込んだ、 ある 

いは 神秘な 存在、 不可思議な 世界への 憧憬に 似た もの 

を 鼓吹した ように 思われる。 ^常 茶飯の 世界の かなた 

に、 常識で は 測り 知り 難い 世界が あり はしない かと 思 



う 事 だけで も、 その 心 は 知らず知らず 自然の 表面の 諸 

相の 奥に 隠れた ある 物への 省察へ 導かれる ので ある。 

このような 化け物 教育 は、 少年 時代の われわれの 科 

学 知識に 対する 興味 を 阻害し なかった のみならず、 か 

え つ てむ しろます ます それ を 鼓舞した ように も 思われ 

る。 これ は 一 見 奇妙な ようで は あるが、 よく 考えて み 

ると むしろ 当然な 事で も ある。 皮肉な ようで あるが わ 

れ われに ほんとうの 科学 教育 を 与えた もの は、 数々 の 

立派な 中等 教科書より は、 むしろ 長屋の 重兵衛 さんと 

友人の N であった かもしれ ない。 これ は 必ずしも 無用 

へ んち きろん 

の 変痴奇 論で はない。 



とすれば、 ほんとうの 科学的 研究 は 実は そこから 始ま 

るので、 前に 述べた 事 はた だ 問題の 構 成 であつ 

て 解 決で はない。 また この 現象が 多くの 実験的 数 

理的 研究に よって、 いくらか 詳しく わかった としたと 

ころで、 それから さきの 問題 は 無限で ある。 そうして 

何の 何某が 何日に ど こで， ，- れに 遭遇す るか を 予言す る 

事 はいかなる 科学者に も 永久に 不可能で ある。 これ を 

なしうる もの は 「神様」 だけで ある。 

おうむい し ゆうけんし ようろく 

「鸚鵡 石」 という 不思議な 現象の 記事 を、 輸軒 小録、 

ていせ いき だん きゅうあい ずいひつ 

提醒 紀談、 笈埃 随筆 等で 散見す る。 これ は 山腹に 露 

出した 平滑な 岩盤が 適当な 場所から 発する 音波 を 反響 



この場合 当面の 問題と なって 再燃し なければ ならない 

ので ある。 伊勢の 鸚鵡 石に しても 今の 物理学者が 実地 

に 出張して 研究し ようと 思えば いくらでも 研究す る 問 

題 は ある。 そして その 結果 はたと えば 大 講堂 や 劇場の 

設計な どに 何 かの 有益な 応用 を 見いだ すに 相違ない。 

余談で は あるが、 二十 年 ほど 前に アメリカの 役者が 

か ぶ き ざ 

来て、 たしか 歌舞伎 座であった かと 思う が、 「リップ- 

ヴ アン • ウィンクル」 の 芝居 をした 事が ある。 山の 中 

で リップ • ヴ アン • ウィンクルが 元気よ く 自分の 名 を 

叫ぶ と、 反響が おおぜいの 声と して 「リ— ッゥ. ゥァ— 

ン • ウイ ー ンゥ— ル」 と 調子の 低い 空虚な 気味の 悪い 



れば、 他の 化け物 は これらの 化け物 元素の 異なる 化合 

物と して 説明され ない とも 限らない。 C と H と o だけ 

の 組み合わせで 多数の 有機物が 出る ような もの かもし 

れ ない。 これ も 一 つの 空想で ある。 

要するに あらゆる 化け物 をい かなる 程度まで 科学で 

説明しても 化け物 は 決して 退散 も 消滅 もしない。 ただ 

化け物の 顔 かたちが だんだんに ちがった ものと な つ て 

現われる だけで ある。 人間が 進化す るに つれて、 化け 

物 も 進化し ない わけに は 行かない。 しかしい くら 進化 

しても 化け物 はや はり 化け物で ある。 現在の 世界 じゅ 

うの 科学者ら は 毎日 各自の 研究室に 閉じこもり 懸命に 



伝聞す ると ころに よると 現代 物理学の 第一 人 者で あ 

るデン マ— クのニ ェ ルス. ボ ー ァは 現代 物理学の 根本 

に 横たわる ある 矛盾 を 論じた 際に、 この 矛盾 を 解きう 

るまでに われわれ 人間の 頭 はま だ 進んで いないだろう 

と いう 意味の 事 を 言った そうで ある。 この 尊敬す ベ き 

けんそん 

大家 の 謙遜な 言葉 は 今 の 科学で 何事で も わか る はず だ 

しんげん 

と 考える ような 迷信 者に 対する 箴言で あると 同時に、 

また 私の いわゆる 「化け物」 の 存在 を 許す 認容の 言葉 

であるか とも 思う。 もしそう だとす ると 長い間 封じ込 

めら れ ていた 化け物 ども もこれ から 公然と 大手 を ふ つ 

て 歩け る 事になる ので あるが、 これ もし かし 私の 疑心 



暗 鬼 的の 解釈 かもしれ ない。 識者の 啓蒙 を 待つ ばかり 

である。 

(昭和 四 年 一 月、 改造) 
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